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公開講座「文化財レスキュー活動の啓蒙・普及 

大学が取り組むべき課題」のお知らせ 

愛知県立大学は、地域社会への貢献や生涯学習に向けた取り組みの一つとして、 

以下のとおり公開講座を開催致します。是非、貴社にてお取り上げいただきますと 

ともに、ご取材いただきますようお願い申し上げます。 

  

【題 目】  文化財レスキュー活動の啓蒙・普及 大学が取り組むべき課題 

中部地方の歴史資料保全活動に学ぶ 

 

【概  要】  昨今、頻発する自然災害や人災などによって、人間社会やそこから生ま 

れた有形無形の文化財は常に危機に瀕した状態にあります。 

令和6年能登半島地震後、人命救助や生活復旧のための作業が懸命に進め 

られるとともに、文化財レスキュー事業、文化財ドクター派遣事業も実施 

されています。 

中部地方の歴史資料を護るために、私たちには何ができるでしょうか。 

基調講演の講師として山本英二氏（信州大学）をお招きし、「信州資料 

ネット」による活動についてご紹介いただきます。 

後半は、「東海資料ネット」や大学の活動を紹介します。講演後、今後の 

中部地方の歴史資料保全活動について、講演者と受講者との意見交換の 

時間を設けます。 

 

【講  師】  山本 英二 氏（信州資料ネット代表･信州大学人文学部 教授) 

【司 会】 大塚 英二 氏 (愛知県立大学 名誉教授) 

伊藤 伸江    (愛知県立大学日本文化学部 教授) 

服部 亜由未  (愛知県立大学日本文化学部 准教授) 
 
【日 時】  2024 年 10 月 13 日（日）14 時 00 分～16 時 30 分 

 

【会 場】  愛知県立大学長久手キャンパス 多目的ホール 

交通アクセス：東部丘陵線（リニモ）「愛・地球博記念公園」駅下車徒歩 5 分 

 

【参加申込】10月10日 (木) までに、本学地域連携センターウェブサイト 

(https://www.bur.aichi-pu.ac.jp/renkei/index.html) にアクセス

いただき、「文化財レスキュー活動の啓蒙･普及 大学が取り組むべき

課題」から、所定の申込フォームに情報を入力願います。 

※申込開始は、9月10日(火) 10:00からとなります。 

【定 員】  対面120名 

【参加費】   無料 

【取材申込】 研究支援・地域連携課までご連絡ください。 

      （メール：renkei@bur.aichi-pu.ac.jp） 

【主 催】   愛知県立大学（日本文化学部、人間の尊厳と平和のための人文社会研

究所、地域連携センター） 

2024 年 9 月 10 日（火） 
愛知県公立大学法人 愛知県立大学 
担当 学術情報部 研究支援･地域連携課 

尾澤・山田・国枝 
電話 0561－76－8843 
E-mail  renkei@bur.aichi-pu.ac.jp 
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